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副
市
長
２
人
制
を
否
決

　

渋
川
市
副
市
長
定
数
条
例
の

改
正
は
副
市
長
を
１
人
か
ら
２

人
に
増
員
す
る
も
の
で
す
。
反

対
多
数
で
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

水
道
料
金
を
統
一

　

渋
川
市
簡
易
水
道
事
業
給
水

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

及
び
渋
川
市
水
道
事
業
給
水
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
は
、

市
全
域
の
水
道
料
金
の
統
一
を

目
的
に
し
た
条
例
改
正
で
簡
易

水
道
の
小
野
上
、
赤
城
地
区
の

値
上
げ
と
渋
川
、
伊
香
保
と
そ

の
他
各
地
区
の
水
道
料
金
を
統

一
す
る
も
の
で
、
各
議
案
と
も

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
給
食
配
送
車
を
10
台
購
入

　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
は（
仮

称
）
南
部
学
校
給
食
共
同
調
理

場
、
（
仮
称
）
北
部
学
校
給
食

共
同
調
理
場
に
給
食
配
送
車
を

そ
れ
ぞ
れ
５
台
、
合
計
10
台
を

購
入
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

落
札
業
者
は
関
東
い
す
ゞ
自
動

車
渋
川
支
店
で
、
落
札
価
格
５

１
１
３
万
８
０
０
０
円
で
す
。

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
決
ま
る

　

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て
は
、
渋
川
市
公

共
施
設
管
理
公
社
を
渋
川
ス
カ

イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
遊
園
地
の
指

定
管
理
者
に
指
定
す
る
も
の
で

あ
り
、
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

清
流
の
郷
は
永
光
会
に
移
譲

　

財
産
の
処
分
と
財
産
の
無
償

貸
付
に
つ
い
て
は
、
渋
川
市
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
清
流
の

郷
」
を
民
間
に
建
物
の
移
譲
と

土
地
を
無
償
貸
付
し
て
民
営
化

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
処

分
価
格
２
億
８
５
０
０
万
円
で

社
会
福
祉
法
人
永
光
会
に
移
譲

す
る
も
の
で
す
。
２
議
案
と
も

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
で
も清

流
の
郷
の
議
論

　

一
般
会
計
は
８
億
６
２
６
４

万
２
０
０
０
円
の
追
加
で
す
。

主
な
歳
入
は
国
庫
支
出
金
６
億

４
２
５
７
万
１
０
０
０
円
、
繰

越
金
１
億
８
０
６
６
万
９
０
０

０
円
で
す
。
主
な
歳
出
は
地
域

の
元
気
臨
時
交
付
金
基
金
４
億

２
０
０
０
万
円
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
事
業
操
出
金
２
億
９

９
８
７
万
３
０
０
０
円
で
す
。

清
流
の
郷
民
営
化
へ
の
是
非
、

赤
城
ふ
れ
あ
い
の
湯
改
修
工
事

の
是
非
の
討
論
が
多
く
出
さ
れ
、

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
渋
川
市
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
事
業
特
別
会
計
の
補
正
予

算
（
第
２
号
）
で
も
同
様
の
議

論
が
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

請
願
・
陳
情

　

脳
脊
髄
液
減
少
症
の
診
断
及

び
治
療
等
に
関
す
る
請
願
書
に

つ
い
て
は
全
員
一
致
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
「
全
国
一
斉
学
力

テ
ス
ト
」
学
校
別
結
果
公
表
反

対
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て
は
、

多
数
決
に
よ
り
不
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

永
光
会
に
移
譲
決
定
さ
れ
た

清
流
の
郷

あらまし
　

平
成
25
年
12
月
渋
川
市
議
会
定
例
会
が
12
月
６
日
か
ら
19
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
字
区
域
の
変
更

１
件
、
財
産
の
取
得
１
件
、
財
産
の
処
分
１
件
、
財
産
の
無
償
貸
付
１
件
、
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
指
定
１
件
、

条
例
制
定
・
改
正
・
廃
止
９
件
、
補
正
予
算
８
件
、
請
願
２
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
財
産
の
処
分
、
財
産
の
無

償
貸
付
、
渋
川
市
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
は
委
員
会
審
査
で
は
否
決
報
告
で
し
た
が
、
本

会
議
で
は
原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。
渋
川
市
副
市
長
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
は
否
決
さ
れ
そ
の
ほ
か
の

議
案
は
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
請
願
に
つ
い
て
は
１
件
採
択
、
１
件
不
採
択
で
し
た
。
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間
違
い
の
な
い
決
断
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
、
第
二

庁
舎
に
置
く
等
繰
り
返
し
の
答
弁
。
提
案
理
由
で
あ
る
行

政
の
効
率
化
の
具
体
的
説
明
も
正
確
な
資
料
も
な
い
。
さ

ら
に
副
市
長
は
限
界
に
き
て
い
る
な
あ
と
思
う
と
の
市
長

答
弁
、
そ
こ
で
副
市
長
を
増
や
す
。
市
民
は
納
得
し
な
い
。

議
員
定
数
削
減
、
職
員
給
与
削
減
、
予
算
の
枠
配
分
方
式

等
一
般
財
源
削
減
を
努
力
し
て
い
る
中
で
、
副
市
長
の
増

員
は
約
１
３
０
０
万
円
以
上
の
市
民
負
担
増
の
提
案
で
あ

る
。
人
口
34
万
人
の
前
橋
市
さ
え
副
市
長
は
１
人
で
あ
る
。

　

多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
や
か
に
対
応
す
る

た
め
、
迅
速
で
的
確
な
判
断
が
必
要
に
な
る
。

　

副
市
長
２
人
体
制
で
、
行
政
の
効
率
的
で
的
確
な
執
行

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

多
く
の
施
策
を
迅
速
に
実
施
す
る
た
め
に
、
国
、
県
の

パ
イ
プ
を
持
つ
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
は
十
分
意
義
が
あ

る
。

　

ト
ッ
プ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
を
図
る
こ
と
は
必
要

で
あ
る
。

副
市
長
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正

反
　
対

論
討

賛
　
成 〈要旨〉

行
政
に
精
通
し
た
人
材
１
人
で
渋
川
市
は
十
分

平
方　

嗣
世　

議
員

国
、
県
と
の
強
い
パ
イ
プ
を
持
つ
人
材
必
要

都
丸　

政
行　

議
員

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
審
査
の
結
果
、
原
案
の
と

お
り
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
一
般
会
計
補
正
予
算

の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し

た
。
主
な
質
疑
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

予
算
特
別
委
員
会
の
審
査

予
算
特
別
委
員
会
の
審
査

災
害
復
旧
工
事
の
内
容
は

質
疑　

利
根
川
河
川
敷
公
園
災

害
復
旧
事
業
の
内
容
は
。
堤
防

の
高
さ
が
低
い
が
、
補
修
工
事

の
考
え
は
。

答
弁　

台
風
18
号
の
影
響
に
よ

る
復
旧
工
事
で
、
面
積
３
２
２

９
平
方
㍍
、
工
事
期
間
は
50
日
、

利
用
開
始
は
３
月
中
旬
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

護
岸
の
か
さ
上
げ
の
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
。

赤
城
の
湯

　
　
ふ
れ
あ
い
の
家
の

利
用
に
つ
い
て

質
疑　

赤
城
の
湯
ふ
れ
あ
い
の

家
の
交
通
安
全
対
策
と
し
て
直

売
所
の
駐
車
場
利
用
制
限
は
す

る
の
か
。
安
全
な
道
路
横
断
に

ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
の
活
用

や
信
号
機
の
設
置
の
考
え
は
。

答
弁　

直
売
所
の
駐
車
場
は
土

曜
日
、
日
曜
日
を
除
い
た
平
日

は
閉
鎖
し
、
玄
関
口
を
南
側
に

移
し
て
事
故
防
止
に
努
め
ま
す
。

　

ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
に
つ

い
て
は
、
国
土
交
通
省
の
基
準

が
あ
り
、
構
造
上
無
理
で
す
。

　

信
号
機
は
、
警
察
に
要
望
し

た
が
、
交
通
量
が
少
な
く
設
置

で
き
な
い
と
の
回
答
で
す
。

質
疑　

赤
城
の
湯
ふ
れ
あ
い
の

家
は
廃
止
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
ユ
ー
ト

ピ
ア
赤
城
で
十
分
で
は
な
い
か
。

答
弁　

地
域
の
皆
さ
ん
の
憩
い

の
場
で
す
。
廃
止
に
つ
い
て
は

現
在
の
指
定
管
理
が
終
了
時
点

で
検
討
し
ま
す
。

学
校
統
廃
合
後
の

　
　
　
　
体
操
着
は
ど
う
す
る

質
疑　

上
白
井
小
の
閉
校
に
伴

い
、
児
童
の
体
操
着
、
上
履
き

は
予
算
に
含
ま
れ
て
い
る
か
。

答
弁　

報
償
費
31
万
９
０
０
０

円
は
23
人
の
体
操
着
上
下
と
半

袖
シ
ャ
ツ
等
で
す
。

質
疑　

学
校
の
統
廃
合
が
今
後

進
む
が
、
今
回
の
措
置
が
基
準

に
な
る
か
。
全
市
統
一
の
体
操

着
の
考
え
は
。

答
弁　

今
回
の
措
置
を
ベ
ー
ス

に
し
、
統
一
の
体
操
着
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
検
討
し
ま
す
。

清
流
の
郷
の
譲
渡
は
妥
当
か

質
疑　

老
人
ホ
ー
ム
を
安
く
民

間
に
譲
渡
す
る
が
、
市
民
の
理

解
が
得
ら
れ
る
か
。

答
弁　

民
間
の
外
部
団
体
に
選

定
を
お
願
い
し
、
結
論
を
得
た

中
で
決
断
し
ま
し
た
。

〈
提
案
者
〉
中
澤
　
広
行
議
員

〈
提
案
内
容
〉
ユ
ー
ト
ピ
ア
赤

城
等
管
理
事
業
の
工
事
請
負
費

６
３
５
万
１
０
０
０
円
を
削
除

し
て
、
当
初
の
歳
入
歳
出
予
算

補
正
を
修
正
す
る
。

〈
提
案
理
由
〉
交
通
安
全
対
策

が
重
要
な
ら
、
交
通
安
全
対
策

特
別
交
付
金
等
を
財
源
と
し
て

当
て
る
べ
き
。
ま
ず
は
信
号
設

置
等
の
交
通
安
全
対
策
を
行
う

べ
き
。

　

賛
成
少
数
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

修
正
案

〈要旨〉

※ボックスカルバート
　道路や水路、通信線等の束を地下に埋めるときに使う箱形
　の建造物


